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* 外観・仕様は改良のため、予告なく変更することがあります。

イオン化法 使用機種

Direct Analysis in Real Time（DART注））法
注 )さまざまな形態・状態の試料を前処理なしに迅速に分析できるイオン源です

JMS-T100LP/DARTTM

マトリックス支援レーザー脱離イオン化（MALDI）法 JMS-S3000

測定コース 使用装置

1H測定 1H &多核測定

400 MHzもしくは 500 MHz装置
いずれも 1H共鳴周波数

低周波核測定 二次元 NMR測定

拡散係数測定（DOSY） 定量 NMR

固体 NMR測定 電池材料測定

ご依頼の内容につきましては、ご依頼元、試料の名称、分析結果など一切の秘密を遵守します。受託料金表に業務受託約款が記載されて
いますので、ご一読ください。特にご要望の場合は、秘密保持契約（NDA）を締結させていただきます。

* NMR 受託分析については、測定データの取得を主とするサービスです。
　詳細な信号帰属、未知化合物の構造決定、詳細なデータ解析は原則として含まれません。

主な受託装置の特長

■ 質量分析計（MS）
直接導入法による精密質量測定、元素分析や構造分析を行います。

■ 核磁気共鳴装置（NMR）
溶液や固体試料の NMR測定を行い、化学状態や分子環境の確認に有用なスペクトルデータを取得します。

■ 日本電子受託分析のWEBページはこちら →

http://www.jeol.co.jp/service_support/analysis/

■ お客様ご自身での分析にはシェアリングサービスがおすすめです →

http://www.jeol.co.jp/service_support/sharing/

お問い合わせ先｜ソリューション開発センター TEL：042-542-5501

守秘義務

お客様のご希望に沿って測定を行います
日本電子の装置とアプリケーション技術を活用し、研究開発・品質管理・トラブル解析に必要な測定データを

ご提供します。


